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(57)【要約】
【課題】画面における情報の視認性及び選択性に優れた
表示装置を提供する。
【解決手段】画面に画像を表示する表示部１２と、画面
におけるユーザの指示位置５ａを検出する指示位置検出
部１０２と、画面に複数のオブジェクト４１～４８を含
む画像を表示させると共に、これら複数のオブジェクト
４１～４８のうちの何れかのオブジェクトの表示範囲に
指示位置５ａが近づいたとき、そのオブジェクトを拡大
表示させる表示制御部１０１と、を有して構成する。
【選択図】図５Ａ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画面に画像を表示する表示部と、
　前記画面におけるユーザの指示位置を検出する指示位置検出部と、
　前記画面に複数のオブジェクトを含む画像を表示させると共に、前記複数のオブジェク
トのうちの何れかのオブジェクトの表示範囲に前記指示位置が近づいたとき、そのオブジ
ェクトを拡大表示させる表示制御部と、
　を有することを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　前記表示制御部は、前記拡大表示されたオブジェクトの表示範囲に前記指示位置がさら
に近づいたとき、そのオブジェクトに関連付けられた複数のサブオブジェクトを前記画面
に表示させることを特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記複数のサブオブジェクトのうちの何れかがユーザに選択されたことを検出する選択
検出部をさらに備えたことを特徴とする請求項２に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記サブオブジェクトは車両の各部の設定を行うための詳細メニュー項目であり、前記
オブジェクトは前記詳細メニュー項目の大分類を示すメインメニュー項目であることを特
徴とする請求項３に記載の表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の技術として、画面に複数のオブジェクトを表示し、これらオブジェクトのうちの
１つがユーザに選択されるとそのオブジェクトに対応するメニュー項目をそのオブジェク
トの近傍に表示し、かつ表示するメニュー項目を所定の時間毎に切り替えるメニュー表示
方法が知られている（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　このメニュー表示方法によると、オブジェクトを選択した位置からマウス等のポインテ
ィングデバイスの操作によってポインタを大きく移動させることなくメニュー項目を選択
することができ、操作性を向上できるとされている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平９－１１４６２４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、特許文献１のメニュー表示方法によれば、メニュー項目の表示順序によっては
ユーザが目的とするメニュー項目が表示されるまで長時間待たなければならず、また、メ
ニュー項目の表示が一巡するまではそのオブジェクトに対してどのようなメニュー項目が
存在するのかを把握できないので、ユーザの目的に適合したメニュー項目を選択できるま
でに時間が掛かる場合があるという問題があった。
【０００６】
　本発明の目的は、画面における情報の視認性及び選択性に優れた表示装置を提供するこ
とにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
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［１］本発明は上記目的を達成するため、画面に画像を表示する表示部と、前記画面にお
けるユーザの指示位置を検出する指示位置検出部と、前記画面に複数のオブジェクトを含
む画像を表示させると共に、前記複数のオブジェクトのうちの何れかのオブジェクトの表
示範囲に前記指示位置が近づいたとき、そのオブジェクトを拡大表示させる表示制御部と
、を有する表示装置を提供する。
【０００８】
［２］前記表示制御部は、前記拡大表示されたオブジェクトの表示範囲に前記指示位置が
さらに近づいたとき、そのオブジェクトに関連付けられた複数のサブオブジェクトを前記
画面に表示させることを特徴とする上記［１］に記載の表示装置であってもよい。
【０００９】
［３］また、前記複数のサブオブジェクトのうちの何れかがユーザに選択されたことを検
出する選択検出部をさらに備えたことを特徴とする上記［２］に記載の表示装置であって
もよい。
【００１０】
［４］また、前記サブオブジェクトは車両の各部の設定を行うための詳細メニュー項目で
あり、前記オブジェクトは前記詳細メニュー項目の大分類を示すメインメニュー項目であ
ることを特徴とする上記［３］に記載の表示装置であってもよい。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、情報の視認性及び選択性に優れた表示装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】図１は、本発明の第１の実施の形態に係る表示装置が車両に適用された例を示す
斜視図である。
【図２】図２は、本発明の第１の実施の形態に係る表示装置の構成ブロック図である。
【図３】図３は、本発明の第１の実施の形態に係る表示装置のメインメニュー項目及び詳
細メニュー項目の階層構造を示す模式図である。
【図４】図３は、本発明の第１の実施の形態に係る表示装置の詳細メニュー項目の選択の
ための動作を示すフローチャートである。
【図５Ａ】図５Ａは、本発明の第１の実施の形態に係る初期画面を示す画面表示図である
。
【図５Ｂ】図５Ｂは、本発明の第１の実施の形態に係る拡大表示画面を示す画面表示図で
ある。
【図５Ｃ】図５Ｃは、本発明の第１の実施の形態に係る詳細メニュー画面を示す画面表示
図である。
【図５Ｄ】図５Ｄは、本発明の第１の実施の形態に係る詳細メニュー画面を示す画面表示
図である。
【図５Ｅ】図５Ｅは、本発明の第１の実施の形態に係る詳細メニュー画面を示す画面表示
図である。
【図６Ａ】図６Ａは、本発明の第２の実施の形態に係る拡大表示画面を示す画面表示図で
ある。
【図６Ｂ】図６Ｂは、本発明の第２の実施の形態に係る詳細メニュー画面を示す画面表示
図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
［第１の実施の形態］
　図１は、本発明の実施の形態に係る入力装置１が搭載された車両の車室内の運転席周辺
を示す。車室内には、運転者の着座位置をアクチュエータ（図示しない）によって変更可
能な運転席２０、運転席２０の車両前方に配置されたインスツルメントパネル２１、運転
者が操舵操作するステアリング２２、運転者がギヤチェンジや走行モードの変更のために
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シフト操作するシフトレバー２３、及びシフトレバー２３の近傍に設けられたセンターコ
ンソール２４等が備えられている。
【００１４】
　インスツルメントパネル２１には、空調装置の吹き出し口２１０が設けられ、その下側
に表示装置１の本体部１Ａが嵌め込まれている。この表示装置１は、空調の温度設定や運
転席２０の着座位置の設定等を行うための複数のメニュー項目の中からユーザに選択され
たものに対応した設定画面を表示し、その設定画面によってユーザが設定した設定値の情
報を空調装置や運転者２０のアクチュエータ等の各種車載装置に送る機能を有している。
【００１５】
　表示装置１は、その本体部１Ａに一体に組み込まれた表示パネル１２１が、ステアリン
グ２２の左方にて、運転者及び他の乗員から視認可能に配置されている。
【００１６】
　また、センターコンソール２４には、表示装置１を操作するためのポインティングデバ
イス１３１及びスイッチ１３２が配置されている。
【００１７】
　ポインティングデバイス１３１は、ベース部１３１ａと、ベース部１３１ａから鉛直方
向に立設された操作ノブ１３１ｂとを有している。操作ノブ１３１ｂは、その基端部に形
成された揺動支点を中心として、先端部が全方向に揺動自在に構成されている。また、ス
イッチ１３２は、ユーザの押し込み操作によって接点（図示しない）の電気的状態が変化
するように構成されている。
【００１８】
（表示装置の構成）
　図２は、表示装置１の構成ブロック図である。この表示装置１は、ＣＰＵ（Central Pr
ocessing Unit）等により実現される制御部１０と、制御部１０を動作させるためのプロ
グラム１１０等が記憶された記憶部１１と、画像を表示するための表示部１２と、ユーザ
が表示部１２の画面上で指示位置を移動させる操作を行うためのポインティングデバイス
１３１及びスイッチ１３２を備えた入力部１３とを有して構成されている。制御部１０、
記憶部１１、及び表示部１２は図１に示す本体部１Ａに含まれ、入力部１３は、本体部１
Ａとは分離して配置され、本体部１Ａと信号線により接続されている。
【００１９】
　制御部１０は、プログラム１１０に従って動作することにより、表示部１２の画面に画
像を表示するための画像情報を生成する表示制御部１０１、入力部１３からの信号を受信
して表示部１２の画面におけるユーザの指示位置を検出する指示位置検出部１０２、及び
後述するサブオブジェクトのうちの何れかがユーザに選択されたことを検出する選択検出
部１０３等として機能する。
【００２０】
　表示制御部１０１は、表示部１２に画像情報を送り画像を表示させる。この画像には、
複数のオブジェクト、及び指示位置検出部１０２で検出したユーザの指示位置を示すポイ
ンタが含まれる。
【００２１】
　ここで、「オブジェクト」とは、画面において背景とは別に特定の意味付けがされた表
示対象であり、多角形や楕円などのような外形形状、若しくは文字情報、又はこれらの組
み合わせからなる画像として画面に表示されるものをいう。
【００２２】
　また、表示制御部１０１は、画面に表示された複数のオブジェクトのうちの何れかのオ
ブジェクトの表示範囲に指示位置検出部１０２で検出したユーザの指示位置が近づいたと
き、そのオブジェクトを拡大表示させる。
【００２３】
　またさらに、表示制御部１０１は、拡大表示されたオブジェクトの表示範囲にユーザの
指示位置がさらに近づいたとき、そのオブジェクトに関連付けられた複数のサブオブジェ
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クトを画面に表示させる。
【００２４】
　ここで、「サブオブジェクト」とは、「オブジェクト」に関連付けられ、「オブジェク
ト」が示す内容と所定の関連性を有する特定の意味付けがされた表示対象であり、「オブ
ジェクト」と同様に、多角形や楕円などのような外形形状、若しくは文字情報、又はこれ
らの組み合わせからなる画像として画面に表示されるものをいう。
【００２５】
　指示位置検出部１０２は、入力部１３のポインティングデバイス１３１から操作ノブ１
３１ｂの揺動方向を示す信号を受け取り、その信号に応じて表示パネル１２１の画面にお
けるユーザの指示位置の座標を演算する。この演算では、現在の指示位置の座標に対し、
ポインティングデバイス１３１の移動操作がなされた方向に対応して指示位置の座標が変
化するように、座標値の加算又は減算を行う。指示位置検出部１０２は、この処理を、表
示制御部１０１の処理とは別に、例えば所定の時間周期で繰り返し行う。
【００２６】
　選択検出部１０３は、サブオブジェクトの何れかの表示領域に、指示位置検出部１０２
によって演算された指示位置が含まれる状態でスイッチ１３２が押し込み操作された場合
に、そのサブオブジェクトが選択されたことを検出する。
【００２７】
　記憶部１１は、ＲＯＭ，ＲＡＭ，ハードディスク等により実現され、プログラム１１０
や、後述するメニュー項目情報１１１及び個別設定画面情報１１２等の情報を記憶する。
【００２８】
　表示部１２は、複数の画素を備えた液晶ディスプレイやプラズマディスプレイ等により
実現される表示パネル１２１と、表示パネル１２１の画素を発光させるための駆動信号を
生成する駆動回路１２２とを備えている。駆動回路１２２は、表示制御部１０１から画像
情報を受け取り、その画像情報に応じた駆動信号を生成して画像を表示パネル１２１に表
示させる。
【００２９】
　入力部１３は、ポインティングデバイス１３１とスイッチ１３２とを備えている。ポイ
ンティングデバイス１３１は、操作ノブ１３１ｂの揺動方向に応じた電気信号を発生させ
る。スイッチ１３２はユーザの押し込み操作の有無によって状態が変化する電気信号を発
生させる。ポインティングデバイス１３１及びスイッチ１３２で発生する電気信号は制御
部１０に送られる。
【００３０】
（メニュー項目及びその階層構造）
　図３は、オブジェクト又はサブオブジェクトとして表示パネル１２１に表示されるメニ
ュー項目及びその階層構造を示す。このメニュー項目に関する情報は、記憶部１１にメニ
ュー項目情報１１１として記憶されている。メニュー項目の階層構造は、複数のメインメ
ニュー項目からなるメインメニュー階層４０、及びそれぞれのメインメニュー項目に関連
付けられた複数の詳細メニュー項目からなる詳細メニュー階層４００から構成されている
。メインメニュー項目は、複数の詳細メニュー項目を包括した大分類を示す。
【００３１】
　メインメニュー項目は、その内容を示す文字情報を含むオブジェクトとして表示パネル
１２１に表示される。また、詳細メニュー項目は、その内容を示す文字情報を含むサブオ
ブジェクトとして表示パネル１２１に表示される。すなわち、オブジェクトとサブオブジ
ェクトとは、メニュー項目情報１１１のメインメニュー項目と詳細メニュー項目との階層
構造の関係に応じて関連付けされている。
【００３２】
　この図に示す例では、メインメニュー階層４０のメインメニューとして、「エアコン」
，「シート」，「ナビ」，「オーディオ」，「走行支援」，「視界補助」，「ライト」，
及び「その他」の８つのメインメニュー項目が設定されている。
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【００３３】
　メインメニュー項目「エアコン」には、冷房のためのコンプレッサの動作状態を切り替
えるための「Ａ／Ｃ」と、省電力モードか否かを切り替えるための「モード」と、風量を
調節するための「風量」と、温度設定を調節するための「温度」の各詳細メニュー項目が
関連付けされている。
【００３４】
　また、メインメニュー項目「シート」には、運転席２０のシートを暖めるシートヒータ
ーをオン又はオフするための「シートヒーター」と、シートを車両の前後方向にスライド
させるための「スライド」と、シートの高さを調節するための「バーチカル」と、運転者
毎のシートの前後方向位置及び高さを記憶させるための「メモリ」の各詳細メニュー項目
が関連付けされている。なお、この他のメインメニュー項目にも、それぞれ複数の詳細メ
ニューが関連付けされているが、これらの詳細メニュー項目の内容の図示は省略する。
【００３５】
（表示装置１の動作）
　次に、第１の実施の形態に係る表示装置１の動作を図４、及び図５Ａ～図５Ｅを参照し
て説明する。
【００３６】
　図４は、表示装置１の表示制御部１０１の動作の一例を示すフローチャートである。図
５Ａ～図５Ｅは、図４のフローチャートに沿った表示制御部１０１の動作によって表示パ
ネル１２１に表示される画面表示例を示す。
【００３７】
　表示装置１の電源が投入されると、表示制御部１０１は、図５Ａに一例として示す初期
画面１２１ａを表示パネル１２１に表示させる（Ｓｔｅｐ１）。
【００３８】
　図５Ａに示すように、この初期画面にはメインメニュー階層４０の各メインメニュー項
目に対応したオブジェクトが８個表示される。より具体的には、メインメニュー項目「エ
アコン」に対応して第１のオブジェクト４１が表示され、以下同様に、「シート」，「ナ
ビ」，「オーディオ」，「その他」，「走行支援」，「視界補助」，「ライト」の各メイ
ンメニュー項目に対応して、第２乃至第８のオブジェクト４２～４８が、それぞれ表示さ
れる。
【００３９】
　第１乃至第８のオブジェクト４１～４８は、それぞれが対応するメインメニュー項目を
示す文字情報を楕円状のシンボルの上に重ねた画像として表示される。また、第１乃至第
８のオブジェクト４１～４８は、環状のシンボル４９に沿って、環状のシンボル４９の中
心点４９ａを囲むように表示される。
【００４０】
　初期画面１２１ａには、第１乃至第８のオブジェクト４１～４８及び環状のシンボル４
９に加え、矢印形状のポインタ５が表示される。ポインタ５の初期位置は、中心点４９ａ
をポインタ５の矢印形状の先端部５ａが指し示す位置（図５Ａに二点鎖線で示す）である
。先端部５ａはポインタ５の指示位置を示す。
【００４１】
　また、初期画面１２１ａには、例えば図５Ａに示すように、画面の左下の角部を原点と
し、左右方向をＸ軸、上下方向をＹ軸とする座標系が設定されている。
【００４２】
　次に、表示制御部１０１は、指示位置検出部１０２がポインティングデバイス１３１の
操作ノブ１３１ｂの揺動方向に基づいて検出したユーザの指示位置のＸ軸座標及びＹ軸座
標の情報を取得する（Ｓｔｅｐ２）。
【００４３】
　次に、表示制御部１０１は、Ｓｔｅｐ２で取得したユーザの指示位置の座標をポインタ
５の先端部５ａが指し示すように、ポインタ５の表示位置を移動させた画像情報を生成し
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、その画像情報を表示部１２に送る（Ｓｔｅｐ３）。これにより、ポインタ５の表示位置
が、例えば図５Ａの二点鎖線で示す位置から実線で示す位置に、矢印Ａの方向に移動する
。
【００４４】
　次に、表示制御部１０１は、ポインタ５の指示位置と第１乃至第８のオブジェクト４１
～４８の表示領域の中心の位置との距離を演算し、その距離が第１の閾値以下であるか否
かを判定する（Ｓｔｅｐ４）。
【００４５】
　ポインタ５の指示位置と第１乃至第８のオブジェクト４１～４８の何れかの表示領域の
中心の位置との距離が第１の閾値以下である場合、表示制御部１０１は、そのオブジェク
ト及びその周辺に表示されるオブジェクトがポインタ５の指示位置との距離に応じて徐々
に拡大して表示されるように、表示部１２に送る画像情報を変更する（Ｓｔｅｐ５）。
【００４６】
　例えば、図５Ａに実線で示すポインタ５の指示位置と第２のオブジェクト４２の表示領
域の中心４２ａとの距離Ｄ１が第１の閾値以下となった場合、表示制御部１０１は、図５
Ｂに示す拡大表示画面１２１ｂのように、第２のオブジェクト４２及びその周辺に表示さ
れるオブジェクトを距離Ｄ１に応じて徐々に拡大して表示する。図５Ｂに示す例では、第
１乃至第３のオブジェクト４１～４３を初期画面の１．３倍に拡大表示した状態を示して
いる。
【００４７】
　第１の閾値は、ポインタ５の指示位置が第１乃至第８のオブジェクト４１～４８の何れ
かの表示範囲に重ならない状態でＳｔｅｐ４の判定条件が満たされる値に設定されている
。図５Ａに示す例では、ポインタ５の指示位置が第２のオブジェクト４２の表示範囲と背
景との境界を示す外郭線４２ｂよりも外側に位置する状態で、距離Ｄ１が第１の閾値以下
になるように第１の閾値が設定されている。つまり、ポインタ５の指示位置が第２のオブ
ジェクト４２の表示範囲に近づいたときに第１乃至第３のオブジェクト４１～４３が拡大
表示される。
【００４８】
　次に、表示制御部１０１は、拡大表示されたオブジェクトの中心の位置とポインタ５の
指示位置との距離を演算し、その距離が第２の閾値以下であるか否かを判定する（Ｓｔｅ
ｐ６）。この判定の結果がＮｏの場合は、再度ユーザの指示位置の情報を取得する処理、
及びポインタ５の表示位置を移動させる処理を行って、オブジェクトの中心の位置とポイ
ンタ５の指示位置との距離が第２の閾値以下であるか否かの判定を行う。
【００４９】
　一方、判定の結果がＹｅｓである場合、表示制御部１０１は、メニュー項目情報１１１
を参照し、拡大表示画面１２１ｂに表示されている各オブジェクトが示すメインメニュー
項目に関連付けされた詳細メニュー項目を示すサブオブジェクトを画面に表示する（Ｓｔ
ｅｐ７）。この際、表示制御部１０１は、少なくともポインタ５の指示位置と中心の位置
との距離が第２の閾値以下となったオブジェクトに対応する複数のサブオブジェクトが全
て画面に表示されるよう、サブオブジェクトの表示位置を調整する。
【００５０】
　例えば、図５Ｂに示すポインタ５の指示位置と拡大表示された第２のオブジェクト４２
の表示領域の中心４２ａとの距離Ｄ２が第２の閾値以下となった場合、表示制御部１０１
は、図５Ｃに示すように、第２のオブジェクト４２が示すメインメニュー項目「シート」
に関連付けられた詳細メニュー項目である「シートヒーター」を示すサブオブジェクト４
２１、「スライド」を示すサブオブジェクト４２２、「バーチカル」を示すサブオブジェ
クト４２３、及び「メモリ」を示すサブオブジェクト４２４を詳細メニュー画面１２１ｃ
に表示する。
【００５１】
　第２の閾値は、第１の閾値よりも小さく、かつ、ポインタ５の指示位置が拡大表示され
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たいずれかのオブジェクトの表示範囲に重ならない状態でＳｔｅｐ６の判定条件が満たさ
れる値に設定されている。つまり、ポインタ５の指示位置が拡大表示されたオブジェクト
の表示範囲に近づいたときに複数のサブオブジェクトが表示される。
【００５２】
　また、図５Ｃに示す例では、第２のオブジェクト４２に隣り合う第１のオブジェクト４
１が示すメインメニュー項目「エアコン」に関連付けられた詳細メニューである「Ａ／Ｃ
」を示すサブオブジェクト４１１、「モード」を示すサブオブジェクト４１２、「風量」
を示すサブオブジェクト４１３、及び「温度」を示すサブオブジェクト４１４、ならびに
第３のオブジェクト４３が示すメインメニュー項目「ナビ」に関連付けられた目的地を設
定するための詳細メニューである「目的地」を示すサブオブジェクト４３１を詳細メニュ
ー画面１２１ｃに表示している。
【００５３】
　またさらに、図５Ｃに示す例では、上記の各サブオブジェクトの初期画面１２１ａにお
ける表示位置は、環状のシンボル４９の中心位置４９ａを中心として、それぞれのメイン
メニュー項目を示すオブジェクトの表示位置に対応した位置に環状に配置されている。そ
してその表示の順序は、オブジェクトが示すメインメニュー項目の内容との関連性に基づ
いて設定されている。例えば、サブオブジェクト４２１が示す詳細メニュー項目「シート
ヒーター」は、メインメニュー項目「シート」に関連付けられているが、「シートヒータ
ー」は温度調整にも関係するので、サブオブジェクト４２１～４２４の表示領域のうち、
同じく温度調整に関するメインメニュー項目「エアコン」に関連付けられた詳細メニュー
項目を示すサブオブジェクト４１１～４１４の表示領域に最も近い位置に表示される。
【００５４】
　次に、表示制御部１０１は、指示位置検出部１０２が検出したユーザの指示位置の情報
を参照し、この指示位置が中心位置４９ａを中心とする周方向に移動したかを判定する（
Ｓｔｅｐ８）。なお、この判定では、指示位置が移動していない場合、及び指示位置が中
心位置４９ａを中心とする径方向にのみ移動した場合を除き、指示位置の移動方向が中心
位置４９ａを中心とする周方向の成分を有するときに周方向に移動したと判定する。
【００５５】
　表示制御部１０１は、Ｓｔｅｐ８の判定の結果がＹｅｓの場合、指示位置の周方向の移
動方向の前方の位置に配置されるべき詳細メニュー項目のサブオブジェクトが詳細メニュ
ー画面１２１ｃの表示範囲内に移動するように、各サブオブジェクトの表示位置を変更す
る（Ｓｔｅｐ９）。
【００５６】
　例えば、図５Ｄに示すように、矢印Ｂの方向(時計方向)にポインタ５の表示位置が移動
した場合、表示制御部１０１は、サブオブジェクト４２１～４２４の時計方向側に第３の
オブジェクト４３に関連付けされたサブオブジェクト４３２が表示されるように各サブオ
ブジェクトの表示位置を変更する。なお、サブオブジェクト４３２は、メインメニュー項
目「ナビ」に関連付けされ、自宅として予め設定された地図上の位置を目的地として設定
をするための詳細メニュー項目「自宅」を示す。
【００５７】
　このように、ユーザは詳細メニュー画面１２１ｃに表示されたサブオブジェクトに目的
のものが見つからなかった場合には、ポインタ５を移動させることによって、詳細メニュ
ー画面１２１ｃの表示範囲外の詳細メニュー項目を示すサブオブジェクトを表示させる。
【００５８】
　次に、表示制御部１０１は、選択検出部１０３の検出結果を参照し、詳細メニュー画面
１２１ｃに表示されたサブオブジェクトのうちの何れかがユーザに選択された否かを判定
する（Ｓｔｅｐ１０）。表示制御部１０１は、何れかのサブオブジェクトがユーザに選択
された場合、その選択されたサブオブジェクトの色や大きさ、あるいは線の太さ等の表示
態様を変化させる。なお、何れのサブオブジェクトも選択されていない場合には、ユーザ
の指示位置の情報を取得する処理、及びポインタ５の表示位置を移動させる処理を再度行
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って、Ｓｔｅｐ８以降の処理を繰り返し実行する。
【００５９】
　例えば、図５Ｅに示すように、「シートヒーター」のサブオブジェクト４２１の表示範
囲内にポインタ５の指示位置が含まれる状態でスイッチ１３２が押し込み操作された場合
、選択検出部１０３はサブオブジェクト４２１が選択されたことを検出する。そして、表
示制御部１０１は、この情報を参照し、サブオブジェクト４２１の表示態様を変更し、サ
ブオブジェクト４２１が選択されたことをユーザに視認可能に詳細メニュー画面１２１ｃ
に表示させる（Ｓｔｅｐ１１）。図５Ｅに示す例ではサブオブジェクト４２１の外縁を示
す線を太くするように表示態様を変更している。
【００６０】
　次に、表示制御部１０１は、選択されたサブオブジェクトが示す詳細メニュー項目の設
定を行うための個別設定画面を表示パネル１２１に表示させる（Ｓｔｅｐ１２）。個別設
定画面の表示内容は、各詳細メニュー項目ごとに、予め記憶部１１に個別設定画面情報１
１２として記憶されている。
【００６１】
　ユーザは、個別設定画面が表示された画面上でポインティングデバイス１３１によりポ
インタ５を移動させ、またスイッチ１３２の操作により、車両の各部の設定等を行う。ユ
ーザが設定した設定内容は、対応する車載装置に送信される（Ｓｔｅｐ１３）。
【００６２】
　なお、例えば図５Ｃに示すように、サブオブジェクトが表示された状態で、サブオブジ
ェクトの表示位置からポインタ５の指示位置が遠ざかった場合には、例えば図５Ｂに示す
ように、サブオブジェクトに替えてオブジェクトを表示するようにしてもよく、また、こ
の状態でオブジェクトの表示位置からさらにポインタ５の指示位置が遠ざかった場合には
、例えば図５Ａに示すように初期画面を表示するようにしてもよい。
【００６３】
（本発明の第１の実施の形態の効果）
　上記示した本発明の第１の実施の形態によれば以下のような効果を有する。
（１）初期画面に示されたオブジェクトのうち、ポインタ５の指示位置に近いものを拡大
表示するので、多数のオブジェクトを表示する場合でも、ユーザはオブジェクトの表示内
容を視認しやすくなり、オブジェクトの視認性及び選択性が向上する。
（２）ポインタ５の指示位置がオブジェクトに近づいたときに、そのオブジェクトに関連
付けされたサブオブジェクトが表示されるので、サブオブジェクトを表示させるために、
例えばオブジェクトにポインタ５の指示位置を合わせてスイッチ１３２を押し込み操作す
る等の必要がなく、初期画面からサブオブジェクトを表示させるまでの操作を、ポインテ
ィングデバイス１３１のみによる一連の操作として行うことができる。このため、初期画
面の表示からサブオブジェクトの選択までの操作を短時間で行うことができる。
（３）ポインタ５の周方向の移動に応じて詳細メニュー画面１２１ｃに表示されていない
サブオブジェクトが順次表示されるので、オブジェクトの表示からサブオブジェクトの表
示に切り替わった際に、ユーザが目的とする詳細メニュー項目を示すサブオブジェクトが
表示されなかった場合でも、例えば初期画面に戻る等の必要がなく、目的の詳細メニュー
項目を示すサブオブジェクトを表示させることができる。
（４）詳細メニュー画面１２１ｃにおけるサブオブジェクトの表示位置は、オブジェクト
が示すメインメニュー項目の内容との関連性に基づいて設定されているので、ユーザは目
的の詳細メニュー項目を示すサブオブジェクトを見つけやすくなり、選択性が向上する。
【００６４】
［第２の実施の形態］
　次に、本発明の第２の実施の形態を、図６Ａ及び図６Ｂを参照して説明する。
【００６５】
　第１の実施の形態では、オブジェクトの何れかにポインタ５の指示位置が近づいたとき
に、そのオブジェクト及び他のオブジェクトを共に拡大表示するように表示装置１を構成
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したが、本発明の第２の実施の形態では、ポインタ５の指示位置が近づいたオブジェクト
のみを拡大表示する。また、第１の実施の形態では、ポインタ５の指示位置が拡大表示さ
れたオブジェクトうちの何れかの表示範囲にさらに近づいたとき、画面に表示されている
全てのオブジェクトに関連するサブオブジェクトを表示したが、本発明の第２の実施の形
態では、ポインタ５の指示位置が近づいたオブジェクトに関連付けされたサブオブジェク
トのみを画面に表示する。なお、以下に示す本発明の第２の実施の形態において、第１の
実施の形態と構成及び機能が同じ部分については、共通の符号を付し、その説明は省略す
る。
【００６６】
　図６Ａは、第１の実施の形態における図５Ｂに対応するものであり、図５Ａに示す初期
画面から、ポインタ５が第２のオブジェクト４２に近づいたときの拡大表示画面１２１ｄ
の一例を示す。図６Ａに示すように、ポインタ５の指示位置（先端部５ａ）が第２のオブ
ジェクト４２の表示範囲に近づくと、第２のオブジェクト４２が他のオブジェクトよりも
拡大して表示される。
【００６７】
　より詳細には、第２のオブジェクト４２は、初期画面と比較して、その中心位置４２ａ
は不変であり、大きさは１．３倍に拡大表示されている。また、第１のオブジェクト４１
及び第３乃至第８のオブジェクト４３～４８の表示位置及び大きさは初期画面と同じであ
る。
【００６８】
　図６Ｂは、第１の実施の形態における図５Ｂに対応するものであり、第２のオブジェク
ト４２が拡大表示された状態でポインタ５の指示位置がさらに第２のオブジェクト４２に
近づき、第２のオブジェクト４２に関連付けられたサブオブジェクト４２１～４２４が表
示された状態の詳細メニュー画面１２１ｅの一例を示す。
【００６９】
　図６Ｂに示す詳細メニュー画面１２１ｅでは、図６Ａに示す拡大表示画面１２１ｄに表
示されていた第２のオブジェクト４２に替えてサブオブジェクト４２１～４２４が表示さ
れている。サブオブジェクト４２１～４２４は、環状のシンボル４９に沿って表示位置が
設定され、第１のオブジェクト４１及び第３乃至第８のオブジェクト４３～４８は環状の
シンボル４９に沿ってその間隔を詰めるようにして表示されている。
【００７０】
　また、この状態からポインタ５の指示位置が他のオブジェクトに近づいた場合には、そ
のオブジェクトに関連付けられた複数のサブオブジェクトが表示され、サブオブジェクト
４２１～４２４の表示はオブジェクト４２に切り替わる。
【００７１】
　ユーザが図６Ｂに示す詳細メニュー画面１２１ｅに表示されたサブオブジェクト４２１
～４２４の何れかを選択すると、表示制御部１０１は、選択されたサブオブジェクトが示
す詳細メニュー項目に対応する個別設定画面を画面に表示させる。そして、ユーザは個別
設定画面上で各種の設定を行う。
【００７２】
（本発明の第２の実施の形態の効果）
　上記示した本発明の第２の実施の形態によれば、第１の実施の形態と同様の効果がある
。また、複数のオブジェクトのうちの何れかにポインタ５の指示位置が近づいたとき、そ
のオブジェクトに関連付けられたサブオブジェクトのみが表示されるので、ユーザは、少
ない数のサブオブジェクトの中から目的のものを選ぶことができる。
【００７３】
　なお、本発明は、上記した実施の形態に限定されず、本発明の技術思想を逸脱あるいは
変更しない範囲内で種々の変形が可能である。
【００７４】
　例えば、指示位置検出部１０２は、操作レバーを有するポインティングデバイスからの
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信号に基づいて指示位置を検出するものに限らず、ユーザが操作するトラックボールの回
転方向に基づいて指示位置を検出するものでもよく、また、表示パネル１２１の画面に重
なるようにして配置された光透過性を有するタッチセンサによって検出したユーザの指等
の接触位置を画面における指示位置として検出してもよい。
【００７５】
　また、上記の実施の形態では、ユーザの指示位置とオブジェクトの中心の位置との距離
が第１の閾値以下となったオブジェクトを拡大表示したが、指示位置検出部１０２によっ
て検出したユーザの指示位置の移動方向の前方にあたる部位に表示されているオブジェク
トを拡大表示するようにしてもよい。
【００７６】
　またさらに、上記の実施の形態では、車両の各部の設定を行うための装置に表示装置１
を適用した例について説明したが、これに限らず、車両以外の例えばコンピュータや携帯
電話、あるいはテレビジョン受信機を備えたビデオレコーダ等のメニュー選択等に本発明
の表示装置を適用することも可能である。
【００７７】
　またさらに、オブジェクト及びサブオブジェクトが示すのはメニュー項目に限らない。
例えば、カーナビゲーションシステムの目的地の設定に本発明を適用した場合には、オブ
ジェクトとして目的地のジャンル（例えば、「官公庁」、「駅」、「病院」など）を表示
し、サブオブジェクトとして具体的な場所を示す名称（例えば、「特許庁」、「東京駅」
など）を表示するようにしてもよい。
【００７８】
　またさらに、情報の閲覧を目的とする表示装置の場合には、サブオブジェクトの表示に
よってユーザに情報を提示し、サブオブジェクトのうちの何れかがユーザに選択されたこ
とを検出する選択検出部を備えなくともよい。
【００７９】
　またさらに、拡大表示されたオブジェクトにポインタ５の表示位置が近づいたときに、
サブオブジェクトを表示せず、ユーザがオブジェクトを選択できるようにしてもよい。こ
の場合、選択検出部１０３は画面に表示された複数のオブジェクトのうちの何れのオブジ
ェクトがユーザに選択されたことを検出するように構成することができる。
【符号の説明】
【００８０】
１…表示装置、１Ａ…本体部、５…ポインタ、５ａ…先端部、１０…制御部、１１…記憶
部、１２…表示部、１３…入力部、２０…運転席、２１…インスツルメントパネル、２２
…ステアリング、２３…シフトレバー、２４…センターコンソール、４０…メインメニュ
ー階層、４１，４２，４３，４４，４５，４６，４７，４８…オブジェクト、４２ａ…中
心、４２ｂ…外郭線、４９…シンボル、４９ａ…中心点、１０１…表示制御部、１０２…
指示位置検出部、１０３…選択検出部、１１０…プログラム、１１１…メニュー項目情報
、１１２…個別設定画面情報、１２１…表示パネル、１２１ａ…初期画面、１２１ｂ…拡
大表示画面、１２１ｃ…詳細メニュー画面、１２１ｄ…拡大表示画面、１２１ｅ…詳細メ
ニュー画面、１２２…駆動回路、１３１…ポインティングデバイス、１３１ａ…ベース部
、１３１ｂ…操作ノブ、１３２…スイッチ、２１０…吹き出し口、４００…詳細メニュー
階層、４１１，４１２，４１３，４１４，４２１，４２２，４２３，４２４，４３１，４
３２…サブオブジェクト
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